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1)仕  様

機 械 落径

機 械 厚 ミ

テ ンプ振 動 数   28,800回 //日寺(8振動 )

自動 巻 (手 巻 装 置付 )切 換 伝 工車 方 式

カ レングー (日 付・曜 日・曜文 字 和 英切 換

機 構 ・ 日・ 曜 早修 正 装 置付 )

2)牛「 長

豊 富 な機 能 を もつ 婦 人 用 薄型 自動 巻 時 計

婦 人用 時 計 と して は 、他 に例 をみ な い 多機 能

薄 型 自言功巻 日寺言十て,す 。

安 定 した時 間精度 を有 す る高 振 動 時 計

高振 動 (8振動 )に よ り、精 度 維持 をは か り

自動 巻 の生 命 で あ る巻 上 ′
1生 を十 分 に とっ た信

頼性 の高 い時 計 です。

簡 単 な操 作 の 日・ 曜修 正 装 置

日・曜修 正機 構 の部 品 は 、す べ て切 換 レバ ー

に ま とめ た コ ンパ ク トな設 計 に な っ て い ます。

した が って 、分 解 ・組 立 は きわ め て容 易 で 、

確 実 な 、 日・ 曜 1多正 が で き ます。

3)分 解 ・ 組 立

分解 は図の番号Э→① の順序 で分解 して くだ

さい。組立は図の番号⑩¬① の順序 で組立て

て ください。

4),主  ,由

図 中 で、つ ぎの記号 は油 の種 類 、量 、注 油 箇

所 を示 します。

●種  類

鰊 セ イ コ ー ウ ォ ンチ 油  S-6

‐ セ イ コ ー ウ ォ ッ チ 油  S-4

‐ セ イ コ ~ウ オ ツ チ 油  S-3
_メ ー ビ ス A

畿 メ ー ビ ス V

● ,主 ,由 量

…
多 め に

― 標 準 量

‐ 極 く少 量

19.00mm

4.58 mm

ム ー ブ メ ン ト

-2406A―-1 -



2406Aヵ レン ダー・ 切 換 機構

①
②
③
④

秒・分・ 時針

文字板止ネジ

文字板

文字板受 リング

カレングー機構

⑤
⑥

座
　
　
座

針

　

筒

④
④
⑫

④
②
④
④
②
④
④

⑩
①
⑫

―

ヽ

――曜車⑦

切換機構

日ノ車押 エネジ

日 ノ裏 才甲エ

日ノ裏車

切換 レバー止ネジ

切換 レバーオ甲エ

。点検注油は次頁参照

カ ン ヌキ 押 エ ネ ジ

カ ンヌキ押 エ

オシ ドリ

カ ンヌキ

リュウズ付巻真

キチ車

ヽ
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分 解 組 立 時 の 注 意

針のはず し方

文 字 板 が薄 くソ リや す い

ので、針 を取 りは ず す際 は

弓形 剣 抜 き を使 用 して く

だ さ い。

針  座

曲 げ高 ビ5は 20/100-40/100 mm

(文字板 の厚 み の0.7-1.5倍 )

切 換 レバ ー の 点 検

1)切 換 レ バ ー の 構 成

筒 座

筒 車 (曜 車 )ア ガ キが 84001111n以上 の と き使

用 し ます。 (文字 板 の厚 み の 1/4ま た は曜板 の

厚 み以上 の ア ガ キ が あ る場 合 )

カ ン ヌ キ バ ネ

① カ ン ヌ キ バ ネ は 図 の位

置 の よ う に セ ッ ト して

くだ さ い。

② カ ン ヌ キ押 エ ネ ジ を は

ず す とき、ネ ジ が と び や

す い の で 注 意 し て くだ

さ い。

20´-40/100-

カンヌキ押 エネジ

(小 鉄 伝 工 車 )

(修正 歯 車 )

(曜修 正 伝 工 車 )

(揺動 レ バ ー )

切 換 レ バ ー 体

切 換 レバ ー 押 工 、 止 ネ ジ 以 外 の 部 品 は切 換

バ ー 体 に カ シ メ て あ り分 解 で き ませ ん 。

切換 レバ ーの注油箇所

小 鉄 伝 工 車    修 正 歯 車

小 鉄 車
修 正 カ ナ

修 正 中 間 車

注 油 は 切換 レバ ー 体 と

修 正 カ ナ の 間 か ら お こ

揺動 レバ ー作動 具合点検

切 換 レバ ー 組 込 前 に 、 小 筆 ま た は ピ ン セ ッ トで 修 正

歯 車 を軽 く動 か し た と き、 揺 動 レバ ー が ス ム ー ズ に

長 穴 を移 動 す る か を チ ェ ッ ク し ま す 。

曜 修 正 伝 工 車

小鉄 車 、修 正 中 間 車 、

な って くだ さ い。

筒 カ ナ押 込 み

~番
車 の ア ガ キが大 き くな らな い よ うにす る

ため、筒 カナ は一 番 受 を組 込 後 に押 込 ん で くだ

さ Vヽ 。

曜 送 ツ メ 。日送 ツ メ の 組 込 方 法

曜 送 ツ メ を組 込 む ときは 、日送 車 の ビ ン の位 置

に注 意 し て くだ さ い。 日送 ツ メ は グ レ面 を上

に し て 組 ん で くだ さ い。

○

注 )揺 動 レバ ー の 注 油 量 が

多す ぎ ます と、 切 換 レ

バ ー体 と揺 動 レバ ニ と

が 粘 着 し て 動 きが わ る

くな り ま す .

4)切 換 レバ ー の 地 板 へ の 組 込 時 の 注 意

切 換 レバ ー ビ ン を

オ シ ド リの 穴 に セ

ッ トし、切 換 レバ ー

)        ]:::[:i:

ピンセ ッ ト
ま十二は′

1ヽ 筆

切換 レバ ー ピン

切 換 レバ ー止 ネ ジ

〆

一ヾ尾レ換切
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2406A自 動 巻・輪 列・月見進・罰]ま菫欄亀坤毒

回転 錘

① 回 転 錘 ネ ジ 溝 が 円

孤 に な つ て い ま す

の で 、 右 図 の よ う

な ドラ イ バ ー を使

用 し て くだ さ い。

② 回 転 錘 ネ ジ を あ ま

り強 く押 しす ぎ る

と、 ^ミ ア 〕リン グ軸

が 抜 け る こ と も あ

り ま す の で ご 注 意

くだ さ い。

ドライバー

ング付 )

丸穴 ネ ジ

丸穴座

丸穴車

一番 受 ネジ (4本 )

伝 工車 、一 番 仲 介 車 は分 解 しな い

で くだ さ い。

(や む をえず分 解 す る場 合 は 5ペ
ー ジ を参 照 して くだ さ い。)

(二番伝 工車 )

①
⑩
⑩
①
⑫

自動巻 機 構

①回轍ボールベアリ

①
伝 工受

⑩
切 換伝 工車

①
一 番伝 i車 。注 ,由 は り(頁 参 員長

一 番 受

秒針 カナ押 エバ ネ止 ネジ〇
〇
①

①
①
①
①
①

輪列機構

三番 車

四番車

ガンギ車

脱進・ 調速機構

テ ンプ受 ネジ

テ ンプー 式

ア ンクル受 ネジ

7>2tvg---,'/

ア ンクル

棚力坤エバネ○
秒 針 カ ナ ①

⑩
⑩
①
⑫
①
①

二番 受ネジ

二番 受

二番仲介 車

二番 車

角穴車

香 箱車

香 箱 車 は分 解 す る必 要

は あ りませ ん。

万一 分 解 洗 渫 した場 合

は S-3油 を注 油 して

くだ さ い。
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分 解 ・ 組 立 時 の 注 意

丸 穴 車・ 角 穴 車 の 組立

丸 穴 車 と角 穴 車 は下 図 の と

ず 組 込 ん で くだ さい。

お り裏 表 を間違 え

表

切 換 伝 工 車 の ロ ッ ク と逃 げ 回 りの チ ェ ッ ク

1)切 換 伝 工 車 単 体 で の チ ェ ッ ク

切 換 伝 工 車 は 、 細 込 前 に上 段 車 、下 段 車 と

も /Jヽ 筆 の よ う な 柔 か い もの で ロ ンク と逃 げ

回 り を確 認 し て くだ さ い。

(習じフ
リ動かない

)

小 筆 な ど 腰 の

切 換 上 段 草
、

柔 か い 道 具

時 計 方 向

(量か面デ
に回る

)

丸 穴 車

伝 工 受

二 番 伝 工 車 は 伝 工受 に カ シ

は ず せ ませ ん。

------1.--\s-4 i*

角 穴 車

メて あ り ます の で
切 換 下 段 草

ピンセッ ト

カ ナ を下 方 に し て

時 計 方 向 … … ス ム ー ズ に 回 る (逃 ιデ回 り )

反 時 計 方 向 … わ ず か に動 い て す ぐ止 る (ロ

ッ ク )

2)回 転 錘 が つ い た状 態 で の チ ェ ッ ク

逃 ιデ回 ιリチ ェ ッ ク

リュ ウ ズ を 5巻 ま で 巻 き、 つ ぎの 2.5巻 を

ゆ つ く り ま わ す と、「コ転 錘 が 180°以 上 回 っ

て し ま つ た もの は 、 逃 げ 回 り不 良 で す 。 こ

の よ う な と き は 、

次 の こ とが 考 え られ

れ ま す の で 、 確 認

し て くだ さ し、

〇切 換 伝 工 車 の 逃 げ

回 り不 良

〇 自動 巻 輪 列 各 音6の

ア ガ キ不 十‐分

ロ ッ ク 不 良 の チ ェ ッ ク

逃 げ 回 リチ ェ ッ ク後 、 回 転 錘 を 90。 ず つ 10

回時 計 方 向 、 反 時 計 方 向 に 指 で 送 り、 回 転

させ ま す 。 回 転 錘 が 45。 以 上 逆 転 し た ら ロ

ッ ク不 良 で す 。 逃 げ 回 り不 良 の 切 換 伝 工 車

は 、 ベ ン ジ ン、 Sク リ ン な ど で十 分 に 洗 潅

し て くだ さ い。

切 換 伝 工 車 は 、 セ ル フ グ リー シ ン グ処 理 を施

し て あ る た め 、 内 部 へ の 注 油 を お こ な う必 要

ιまあ りませ ん。

三 番 下 穴 石 へ の 注 油

注 油 は 二 番 伝 工 車 止

ピ ン の 月 形 サ ラ イ の

位 置 か ら お こ な っ て

伝工受 くだ さ ぃ。

二 番 伝 工 車

二 番 伝 工 車 止 ピ ン

二 番 下 穴 石 と二 番 歯

車 との す き FFllが 少 な

い た め 三 番 下 穴 石 へ

の 注 油 は 少 な め に し

て くだ さ い。

伝 工 車 。一 番 仲 介 車 の 分 解

伝 工 卓 と一 番 仲 介 車 は 、 分 解 し な い で くだ さ

い。 洗 族 は一 番 受 に 組 ん だ ま ま お こ な っ て く

だ さ い。 や む を え ず 分 解 す る場 合 は 、 ま ず 一

番 受 を 目打 台 に の せ ま す 。 こ の と き 、一 番 イ中

介 車 は 、 目打 台 の 穴 で 逃 が し ま す 。 つ ぎ に ド

ラ イ バ ー の 先 端 を 伝 工 車 の 歯 と歯 の 間 に さ し

入 れ 、 伝 工 車 の 回 転 を止 め る こ と に よ つ て 、

伝 工 車 止 ネ ジ を ゆ る め て分 解 し ま す 。 組 立 は

分 解 の 逆 の 力1頁 序 で お こ な つ て くだ さ い。

一番受

伝 工車

一番仲介 車

'主

,由

注 油 は 、一 番 受 と一 番

仲 介 車 のす き間 か らお

こな っ て くだ さ い。

反 時 計 方 向
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2406Aも□J奥欄監4毒

曜 星 車

曜 送 ツ メ

日 送 ツ メ

筒車
'

/

カ ン ヌ キ

日 ノ裏 車

ツ プ` ミ車

キ チ 車

オ シ ド リ

修 正 歯 車

曜 修 正 伝 工 車

図 ― |

//

リュ ウ ズ ー 段 目 (ゼ ン マ イ巻 )

曜 星 車

日 車

修 正 中 間 草

修 正 カ ナ

修 正 歯 車

曜 修 正 伝 工 車     揺 動 レバ ー

図 -2    1リ ュ ウ ズニ1段 目 (日 イ寸・ 曜 日の修 正 )

筒 カ ナ

図 -3

ヽ

リュ ウ ズ ー 段 目 (ゼ ン マ イ 巻 )

キ チ 車 と ツ ヅ ミ草 が 日歯み 合 っ て お り、 こ の位

置 で ゼ ンマ イ の 手 巻 が で き ま す 。 (図 -1)

リュ ウ ズ ニ 段 目 (日 付 ・ 曜 日の 修 正 )

ツ ヅ ミ車 と小 鉄 車 が 日歯み 合 い、この 位 置 で リュ

ウ ズ を右 回 転 させ る と揺 動 レバ ー が 曜 車 側 に

動 き、曜 日あ修 正 が で き ます 。 lリ ュ ウ ラぐを左 回

転 さ せ る と揺 動 レバ ー が 日車 イ則 に動 き、日付 の

修 IEが で き ま す 。

リュ ウ ズ右 回転マ 曜修 正 伝 工 車 → 曜車

リ ュ ウ ズ 左 回 転 日 車

(図 -2)

リュ ウズ 三 段 目 (時刻 合 わ せ )

t/」 換 レバ ー が オ シ ドリにオ甲され で動 き、切 換

レ
'ヾ

一 につ 0ヽ て い る /」 鉄ヽ イ云工 車 が 日ノ裏 車 と

噛 み 合 い、 こ こ で リュ ウ ズ を回 す と針 回 しが

で きます。

(図 -3)

切 換 レ バ ー
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リュ ウ ズ三 段 目 (時刻 合 わ せ )


